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狛江市立中学校に係る部活動等の方針【令和５年度改訂版】

【※略称：狛江市部活動ガイドライン】

狛江市教育委員会

１ 部活動の意義

部活動は、生徒の自主的・自発的な参加により行われ、スポーツや文化芸術、科学等に親しみ、学習意欲の

向上や責任感、連帯感の涵養等、学校教育が目指す資質・能力の育成に資するものである。

生徒が将来にわたり、スポーツや文化芸術、科学等に継続して親しむことができる機会を確保し、多様な学

びの場である部活動等を持続可能な環境を地域で整え、生徒の健全な育成を図るものである。

２ 部活動の留意点

（１）学校教育の一環として、教育課程との関連が図れるように留意する。

（２）週休日に実施する部活動等は、学校教育との関連を図りながら、活動への参加に関して生徒・教職員に

過度の負担とならないように十分に配慮する。

３ これからの部活動の考え方

（１）学校における部活動等は学校教育の一環として行われ、我が国のスポーツや文化芸術、科学等の振興を

支えてきた。

（２）体力や技能・技術の向上を図る以外に、異年齢との交流の中で、生徒同士や教員または地域関係者等と

の人間関係の構築を図るとともに、自己肯定感を高めたりする等、教育的意義が大きいものである。

（３）少子化の進展や社会・経済の変化等により、教育に関わる課題が複雑化・多様化し、学校や教員だけ

では解決することができない課題も増え、部活動に関しても従前同様の体制では維持が難しく、学校や

地域によっては存続の危機にあり、生徒の活動機会の確保するためには学校と地域が連携して支援して

いく必要がある。

（４）将来においても、狛江市の生徒が各自のニーズに合ったスポーツ・文化芸術･科学等の活動を行うこと

ができ、生涯にわたってスポーツや文化芸術・科学等に親しむ基盤として、部活動等を持続可能なもの

とするためには、部活動の在り方を学校と地域が共通理解した上で、課題を共有し解決していく必要が

ある。

４ 指導体制等について

（１）顧問・管理顧問を置く（要綱第２・３条）。

（２）外部指導員を置くことができる（要綱第４条）。

（３）外部指導員は、部活動指導員と技術指導員とに分けられる（要綱４条の３）。

（４）顧問・管理顧問・部活動指導員は、校長の学校経営方針に則り、部活動の管理・運営・引率等を行う。

（５）技術指導のできない管理顧問教員のいる部活動には技術指導員を置くことができる。

５ 適切な休養日等の設定

（１）学期中の休養日については、同一週内の平日のうち少なくとも１日を休養日とする。また、週休日につ

いては、原則として少なくとも１日以上を休養日とする。ただし東京都中学校体育連盟主催の大会、あ
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るいはそれに準ずる大会が開催される場合など週休日の２日とも活動することが必要であると校長が

認める場合は、休養日を他の日に振り替えるものとする。例えば、週休日両日が大会当日の場合や日曜

日が大会当日で、土曜日に前日練習を実施する場合などが考えられる。その場合においても、生徒に過

度の負担とならないように活動時間等を配慮が必要である。

（２）１日の活動時間は平日では２時間程度、学校の休業日（学期中の週休日を含む）は３時間程度とし、で

きるだけ短時間に、合理的でかつ効率的・効果的な活動を行う。ただし、対外試合等を行う場合の活動

時間については、生徒の実態、部員の人数、競技の特性、相手チームの状況などを考慮することが必要

であるため、「一人当たりの競技を実施している時間」や「移動時間は活動時間に含めない」など柔軟

な捉え方をする。

（３）長期休業日中は、学期中の休養日の設定に準じた扱いを行う。生徒が十分な休養をとることができると

ともに、部活動以外にも多様な活動を行うことができるよう、ある程度長期の休養期間（オフシーズン）

を設ける。

（４）原則として、定期試験１週間前及び定期試験当日、学校閉庁日は活動を行わない。

（５）校長は、最終下校時刻を定め、生徒の健康・安全に十分配慮する。

（６）朝練習を行う場合は、家庭・地域の状況、生徒の健康・安全に十分配慮し、教育課程に支障がないよう

にする。

６ 大会引率等について

（１）引率者は、各大会の要項に則り、安全管理・安全指導を行い、生徒を引率する。

（２）市内大会や練習試合については管理顧問教員、顧問教員、部活動指導員または、校長から任命された所

属職員のいずれかが行う。

（３）大会要項の趣旨を十分に理解の上、健康・安全に配慮する。

（４）練習試合においては保護者の理解を得て、過度な交通費等の経済的な負担が掛からないようにする。

７ 学校の部活動に係る活動方針

（１）校長は「学校の部活動に係る活動方針」を策定し、教職員に周知し保護者・地域に公表する。

（２）校長は、定められた各部活動の休養日、活動時間を保護者・地域に公表し、運用を徹底する。

（３）教員等の部活動顧問は、「学校の部活動に係る活動方針」に則り、各部活動の指導方針・指導計画を作

成・公表し、必要に応じて保護者・地域の協力を得るなど関係機関との連携を図る。

（４）校長は「学校の部活動に係る活動方針」を定められた期日までに、狛江市教育委員会に提出する。

８ 外部指導員の研修について

（１）教育委員会及び校長は部活動指導員に任用時及び定期的にハラスメント等に関する研修を行う。

（２）教育委員会及び校長は、必要に応じて顧問教員及び外部指導員に適宜、適切に研修を行う。

９ その他

（１）狛江市立中学校が設置する部活動等は、狛江市部活動ガイドラインに準じて実施する。

（２）教育委員会は、部活動に関する課題について協議する組織を編成する。


